
 

資料② 

展示コーナー別運営業務 

1各コーナーにおける運営業務 

 

 

 

フロア コーナー 運営業務

受付

●受付・総合案内
・来客受付、取り次ぎ
・館内案内、周辺地域観光案内、交通案内
・問い合わせ対応
・パンフレット配布

●チケット販売
・チケット販売、現金収受
・領収書発行
・減免内容等の案内
・チケットベンダーの管理、用紙補充等

●来館者属性調査
・アンケート配布、記入依頼

●入館制限等
・入館制限（泥酔者等）
・持ち込み禁止（ペット、傘等）

●再入場者管理
・チケット日付確認

●その他
・車いす、ベビーカー貸し出し
・手荷物（ロッカーに入らないもの）の一時預かり

実験車両・大型映像

・実験車両の内部巡回
・待ち列の整理、車両の出入りの誘導
・展示案内、質問対応
・車イス誘導（車両内に入れる幅の車イスを準備しておく。来館者は乗り換え
　て車両内を見学し終了後返却する）

リニア開発の歴史 ・展示案内、質問対応

キッズコーナー ・巡回、遊具等の整頓、応急清掃

授乳室・こどもトイレ ・巡回、応急清掃

走行試験情報モニター ・質問対応

ミニリニア乗車体験 （後述）

超電導リニアの仕組み ・展示案内、操作案内、質問対応

超電導サーキット （後述）

体験ラボ （後述）

ワークショップ （後述）

走行試験情報モニター ・質問対応

屋外見学テラス （後述）

リニアジオラマ

【プログラムはタイマースタート】
・待ち列の整理、誘導
・注意事項のアナウンス（写真撮影、手すりに乗り出す、展示品に触れる等）
・展示案内、質問対応

シアター

【プログラムはタイマースタート】
・待ち列の整理、誘導
・注意事項のアナウンス（写真撮影、携帯電話等）
・展示案内、質問対応

山梨断面リニア模型 ・展示案内、操作案内、質問対応

見学ラウンジ ・巡回、応急清掃

走行試験情報モニター ・質問対応

１階

２階

３階



 

2ミニリニア乗車体験の運用 

 

• 必ず、スタッフの管理の下で運用する。 

• 車いす利用者については、本人と介助者で安全に乗り降りが可能な場合のみ体験可とする。 

• ペースメーカー等を利用している方の体験は不可とする。 

• １回の乗車は1.5人（大人１名、こども１名）を上限とする。（仮設定） 

• 合計体重の制限は100kg（仮設定）とする。 

• 乗車中はシートベルトを義務付ける（締めないと動作しない安全装置付き）。 

• 携帯電話、カード等磁気の影響を受けやすい物については、手荷物に入れて預けることを推奨す

るが、持って乗る場合は車体の床・壁からできるだけ離すようにアドバイスする。 

• スタッフは適宜、展示物の解説を行い、来館者からの質問に答える。 

• 立ち入り禁止エリア内に来館者が入ろうとした場合は注意する。 

※乗車人数、体重制限については、展示制作段階において検証する。 

 

 

 

準備 • 装置の立ち上げ（ロックの解除）
• ガイドウェイ、車両の見回り
• 試運転

来館者誘導 • 待ち列の整理、誘導

• ペースメーカー等利用制限の説明（実際の超電導リニ
アとは方式が異なり、実際ではこうした利用制限はな
いことを伝える）

• 車いす利用者への利用条件の説明

乗車準備 • 手荷物預かり

• 携帯電話、カード等磁気の影響を受けやすい物につい
ての注意事項の説明

• 利用制限の確認
• 乗車方法、乗車姿勢の説明
• 乗車中の注意事項の説明

乗車 • 乗車時の介助（車いす利用者は介助者が介助）

• シートベルト確認、安全確認

体験 • 機器操作

• 安全監視

降車 • シートベルト解除の確認

• 降車時の介助（車いす利用者は介助者が介助）
• 忘れ物確認

退出 • 退出誘導

後片付け • ガイドウェイ、車両の見回り
• 装置の立ち下げ（ロック施錠）

１組の所要時間は
５分程度と想定



 

3体験ラボ、超電導サーキットの運用 

 

• 必ず、スタッフの管理の下で運用する。 

• スタッフの実演によるレクチャー形式とする。 

• 体験ラボ・超電導サーキットの２つのコーナーで一連のプログラムとする。 

• プログラムは開催時間を決めて実施するものとし、その時間は事前にアナウンスしておく。 

• 上記とは別に予約団体を対象としたプログラムも実施する。 

• 液体窒素、ネオジム磁石を利用するプログラムであるため、実演に習熟し、適正な管理と利用を

行う。 

• 実演に用いる器具類は、使用時以外は施錠できる棚に収納しておき、使用時も来館者が勝手に触

れることのないよう十分に配慮する。 

 

 

 
準備 • 体験ラボ、超電導サーキット周辺の見回り。

• 実験に用いるバルク体を冷凍機で予冷する。
• 実験に用いる分の液体窒素をデュワー瓶から小型
デュワー瓶に移し替える。

• 来館者に液体窒素が飛び散ることのないように、液体
窒素を使用する場合は透明壁を設置する。

• 準備が終わったら一旦収納棚に戻し施錠する。

実演開始前 • 開始予定時間前に館内放送でツアーの開催を通知。

• 体験ラボのテーブルの周囲に参加者に集める。
• ペースメーカー等利用者はテーブルから一定の距離を
離れてもらう。

体験ラボ実演 • 実演の前口上、注意事項を伝えたのち、実演を開始。

• 収納棚からバルク体、小型デュワー瓶、ネオジム磁石
を取り出し、施錠する。

• 超電導現象を実演する。

• この実験の間、超電導サーキット用のバルク体も発泡
スチロール容器内で液体窒素で冷却しておく（来館者
が触れられないよう配慮する）。

体験ラボ実演終了 • 実演が終了したら、体験ラボ用の用具を収納棚に戻し
て施錠する。

• テーブル埋め込みの断熱容器も超低温になっている
ので、直接触れられないようにカバーをして施錠する。

サーキット実演 • 予め液体窒素で冷却しておいたバルク体を発泡スチ

ロール容器ごと、体験ラボのテーブルからサーキットま
で運び、スタッフ用のスペースに入る。

• ピン止め効果を発生させ、サーキットコース上でバルク
体を走らせる。

• 液体窒素の冷却効果が続く限り実演を続ける。

後片付け • まとめをして、解散とする。
• 使用した用具を全て収納棚に戻して施錠する。

• 発泡スチロール容器内の液体窒素は自然に気化させ
る。

一連で20～30分程度



 

4ワークショップの運用 

 

• 電気磁気工作などのワークショップ、各種イベント、学校利用の際の昼食場所など多目的に活用

する。 

• 原則として、スタッフの管理の下で運用する。 

• 電気磁気工作などのワークショップでの活用を例に運営フローを整理する。 

• ワークショップは開催時間を決めて実施するものとし、その時間は事前にアナウンスしておく。 

• 上記とは別に予約団体を対象としたプログラムも実施する。 

 

プログラム企画・準備 • ワークショップのねらい、テーマなどの企画

• 開催日時の調整、スタッフの確保
• 教材（フリップ、ワークシート、映像教材等）の準備

• 工作材料を予定人数分調達する

当日準備 • 開催時間、テーマなどをデジタルサイネージで告知

• ワークショップ前でも開催内容を告知
• 材料費が必要な場合は、予め通知しておく

• 会場のセッティング、教材等の準備

ワークショップ前 • 会場で参加希望者を迎える

• 参加希望者が多数の場合は原則として早いもの順
• 材料費が必要な場合は収受する

ワークショップ • スタッフの指導のもと、ワークショップを進行

終了・後片付け • まとめをして、終了とする
• できあがった作品などは持ち帰っていただく
• 後片付け、忘れ物のチェック

40～60分程度

 

 



 

5屋外見学テラスの運用 

 

• 必ず、スタッフの管理の下で運用する。 

• スタッフの誘導によるツアー形式とする。 

• ツアーは開催時間を決めて実施するものとし、その時間は事前にアナウンスしておく。 

• 上記のツアーとは別に予約団体を対象にツアーも実施する。 

• ツアーの定員は40名程度を目安とする。 

• 見学希望者が定員を大幅に超える場合は、複数回に分けて入れ替え制とする。 

※整理券制とするか等は今後検討する。 

 

準備 • 屋外見学テラスの見回り。

ツアー時間の告知 • 当日の朝、ＪＲ東海からの情報を確認し、その日の走
行試験スケジュールに合わせて、ツアーの開始時間を
決定する。

• ツアーの開催予定時間をデジタルサイネージ等で告知
する。

ツアー開始前 • 開始予定時間前に館内放送でツアーの開催を通知。

• ２階吹き抜け周辺を集合場所とし、ワークショップ側を
先頭に希望者を並ばせる。

• 人数を確認し、複数回に分ける場合は、その旨を伝え
る。

ツアー開始 • 開始に先立って、注意事項を伝える。
• テラスへのドアを開錠して、参加者をテラスに誘導する。

• 本日の試験内容、最高速度など紹介できる情報があ
れば紹介する。

ツアー終了 • 走行状況にもよるがおおむね10分程度でツアーの終
了を告げる。

• 参加者を屋内に誘導し、テラスへのドアを施錠する。

後片付け • 屋外見学テラスを見回り、忘れ物やゴミなどがないか
確認する。

１組の所要時間は
10分程度と想定

 

 


